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◇ 

就
任
あ
い
さ
つ 

◇

信
頼
さ
れ
る
議
会
へ

副議長　石田　克男

議
会
と
議
員
に
注
目
を
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
健
勝
に

て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
12
月
定
例
会
で
の
議
会
人

事
に
お
い
て
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
、
議
員
諸
氏
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
議
会
運
営
、
市
政
発

展
に
取
り
組
み
議
長
と
し
て
の
職
責
を

全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
飯
山
市
議
会
が

議長　渋川　芳三

今
ま
で
行
っ
て
き
た
議
会
改
革
等
の
事
柄

を
更
に
良
い
方
向
に
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
特
に
一
般
質
問
を
通
じ

議
会
と
し
て
飯
山
市
政
の
健
全
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
。
さ
ら
に
、
議
会

と
し
て
の
活
動
を
大
切
に
し
て
今
ま
で
以

上
に
推
し
進
め
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
中

心
と
し
て
、
更
に
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
市
町
村
議
会
は
議
員
の
な
り
手

の
不
足
、
議
員
の
定
数
そ
し
て
議
員
報

酬
の
あ
り
方
を
始
め
と
し
て
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
消
の

た
め
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
等
を

行
っ
て
い
る
議
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
飯

山
市
議
会
に
お
い
て
も
今
後
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
と
議
員
が
何

を
し
て
い
る
の
か
、
注
意
を
払
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
か
ら
の
改
元
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
最
後
の
年
と
新
た
な

年
が
災
害
の
無
い
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を

願
い
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎高山　恒夫　○西澤　一彦
(委員は議長を除く全議員）

予算決算　常任委員会

　

昨
年
の
秋
施
行
さ
れ
た
、
市
長
、
市

議
会
議
員
同
日
選
挙
後
の
初
め
て
の
、
飯

山
市
議
会
12
月
定
例
会
の
初
日
に
役
員

選
出
が
行
わ
れ
、
私
が
再
度
副
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
前
議
長
の
元
で
の
二
年
間
の
経

験
を
い
か
し
、
渋
川
議
長
が
想
い
描
く
飯

山
市
議
会
の
将
来
像
の
実
現
に
む
け
て

協
力
で
き
ま
す
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
、
地
方
の
市
町
村
議
会
で
は
、
時

代
の
変
革
と
共
に
議
会
改
革
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
議
員
の
な
り
手
不
足
、
定

数
及
び
報
酬
の
見
直
し
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
一

つ
一つ
解
決
し
な
い
か
ぎ
り
将
来
の
議
会

像
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
議
会
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
交
わ
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
解
決
の
道
を
歩
ん
で
行
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
議
長
・
副
議
長
職
に
就
き

ま
す
と
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
北
信

越
市
議
会
議
長
会
、
長
野
県
市
議
会
議

長
会
、
東
北
信
９
市
正
副
議
長
会
、
北

信
３
市
正
副
議
長
会
、
岳
北
４
市
村
正

副
議
長
会
議
、
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯

指
定
市
町
村
議
会
協
議
会
な
ど
、
広
域

の
多
く
の
市
町
村
正
副
議
長
さ
ん
と
お

会
い
で
き
、
色
々
な
話
を
き
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
の
悩
み
、

課
題
等
の
条
件
は
違
い
ま
す
が
参
考
に
な

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
一
回
一
回
の

会
議
に
集
中
し
、
得
た
も
の
を
飯
山
市

議
会
の
改
革
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
の
市
議
会
議
員
選
挙

後
、
初
の
議
会
と
な
る
12
月
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
12
月
12
日
に
議
場
で
行
わ
れ

た
議
長
選
挙
・
副
議
長
選
挙
に
よ
り
、

議
長
に
は
渋
川
芳
三
議
員
が
、
副
議
長

に
は
石
田
克
男
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
各
常
任
委
員
の

新
　
体
　
制
　
決
　
ま
　
る

選
任
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
北
信

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
岳
北
広

域
行
政
組
合
議
会
議
員
選
挙
を
行
い
、

新
体
制
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
議
長
、
副
議
長
の
も
と
、
全
議
員
が
、

市
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
市
政
発
展

に
向
け
て
全
力
で
取
組
み
ま
す
。

総務文教　常任委員会

高山　恒夫

松本　淳一

佐藤　正夫

水野　正彦◎山﨑　一郎 ○渡辺美智子

渋川　芳三西澤　一彦
（議長はオブザーバー）

産業民生　常任委員会

飯田　健一

小林喜美治

吉越　利明◎久保田幸治 ○岸田　眞紀

石田　克男市川　久芳 上松　永林

新しい議会の構成新しい議会の構成

岳北広域行政組合議会議員
（飯山市議会選出）

水野　正彦　市川　久芳　佐藤　正夫　石田　克男
久保田幸治　小林喜美治　山﨑　一郎　渋川　芳三

北信広域連合議会議員
（飯山市議会選出）

西澤　一彦　渡辺美智子　上松　永林
石田　克男　渋川　芳三

飯山市議会　第17期スタート！！

◎委員長〇副委員長

◎佐藤　正夫○小林喜美治　市川　久芳
　高山　恒夫　久保田幸治　山﨑　一郎

議会運営　委員会
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◎
総
会

　

11
月
８
日
白
馬
村
を
会
場
に
、
長
野

県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会

協
議
会
の
平
成
30
年
度
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
か
ら

豪
雪
地
帯
の
道
路
等
整
備
や
災
害
復

旧
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
向

け
た
切
実
な
要
望
が
提
出
さ
れ
、
案
件

は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
飯
山
市
議
会
の
要
望
事
項

①
住
宅
除
雪
支
援
事
業
の
助
成
対
象
の

　
拡
充
（
道
路
か
ら
玄
関
ま
で
の
間
）

②
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
平
成
31

　
年
度
以
降
の
継
続

③
集
落
内
克
雪
水
路
等
の
維
持
・
更
新

　
へ
の
助
成

④
国
道
２
９
２
号
の
古
牧
橋
の
架
け
替
え

　
促
進

⑤
一
般
県
道
曽
根
藤
ノ
木
線
の
早
期
改
良

　
促
進

⑥
国
道
４
０
３
号
（
中
央
橋
〜
主
要
地
方
道

　

飯
山
野
沢
温
泉
線
）
の
整
備
促
進

⑦
主
要
地
方
道
飯
山
妙
高
高
原
線
の
改
良

　

促
進

⑧
一
般
県
道
牟
礼
永
江
線
の
改
良
促
進

◎
県
知
事
要
望

　

総
会
で
の
決
定
を
受
け
、
11
月
19
日

に
協
議
会
並
び
に
県
議
会
豪
雪
地
帯
対

策
促
進
議
員
連
盟
合
同
で
県
知
事
へ
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
部
知
事
は
最
後
ま
で
同
席
さ
れ
、

12月定例会で審議された議案等
《補正予算案９件》
議案第 １０７号　平成３０年度飯山市一般会計補正予算（第７号）　
議案第 １０８号　平成３０年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
議案第 １０９号　平成３０年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議案第 １１０号　平成３０年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
議案第 １１１号　平成３０年度飯山市簡易水道特別会計補正予算（第２号）
議案第 １１２号　平成３０年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
議案第 １１３号　平成３０年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第２号）  
議案第 １１４号　平成３０年度飯山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
議案第 １１５号　平成３０年度飯山市水道事業会計補正予算（第２号）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

議案第 １１６号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議案第 １１７号　飯山市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例
議案第 １１８号　飯山市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例
議案第 １１９号　飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

《条例案４件》

議案第 １２０号　権利の放棄について
議案第 １２１号　市道路線の認定について
議案第 １２２号　市道路線の廃止について
議案第 １２３号　市道路線の変更について

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

《事件案４件》

※ 今定例会において、賛否の分かれた案件はありませんでした。

議案第 １２４号　監査委員の選任に関する同意を求めることについて
議案第 １２５号　教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて

同意（全員一致）
同意（全員一致）

《人事案２件》

請願第　  ６号　安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願
請願第　  ７号　消費税増税の中止を求める請願

　採択（全員一致）
一部採択（全員一致）

《請願書２件》

意見書第  ４号　安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書
意見書第  ５号　消費税の増税に対する意見書

可決（全員一致）
可決（全員一致）

《意見書２件》

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
27
日
ま

で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

▼
12
月
12
日
（
開
会
日
）

　
議
会
構
成
お
よ
び
会
期
決
定
。

▼
12
月
13
日
（
議
案
上
程
）　
　

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
17
議
案
を
上
程
し
、
市
長
か
ら
提
案
理
由

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
12
月
20
〜
22
日
（
一
般
質
問
）

　

12
名
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
月
22
日
（
議
案
上
程
）

　
監
査
委
員
の
選
任
お
よ
び
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

▼
12
月
25
日
（
常
任
委
員
会
）

　
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
の
付
託
議
案
や

請
願
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
月
27
日
（
最
終
日
）

　
各
常
任
委
員
長
か
ら
、
付
託
議
案
等
の
審

査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
お
よ
び
産
業
民
生
常
任
委
員
会

か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

12

月

定

例

会

概

要

※
各
議
員
の
一
般
質
問
は
２
月
号
に
て
掲
載
し
ま
す

新
年
度
に
向
け
県
の
雪
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
方
針
の
下
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
旨
、
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〇
飯
山
市
要
望
事
項
に
対
す
る
県
の
回
答

①
雪
国
で
の
生
活
支
援
と
し
て
の
事
業

　
内
容
の
検
討

②
雪
下
ろ
し
作
業
の
安
全
確
保
等
、
ソ

　
フ
ト
対
策
を
含
め
た
総
合
的
な
雪
対

　
策
と
し
て
継
続
を
検
討

③
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
に
よ
る

　
支
援
が
可
能

④
地
元
と
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検
討
、
平

成
30
年
度
、
地
形
測
量
に
着
手

⑤
現
在
、
外
様
工
区
の
本
工
事
、
小
境

　
工
区
の
歩
道
工
事
を
実
施

⑥
概
略
の
ル
ー
ト
変
更
を
行
い
地
元
と

　
協
議

⑦
平
成
29
年
度
、
親
川
工
区
完
成
、
今

　
年
度
か
ら
涌
井
工
区
の
概
略
設
計
着
手

⑧
平
成
30
年
度
、
飯
綱
町
毛
見
地
区
、

　
拡
幅
工
事
を
実
施

〇
阿
部
知
事
よ
り
総
括
回
答

　

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
豪
雪
地
帯

に
お
け
る
雪
対
策
等
の
生
活
を
支
え
る

人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。

　

克
雪
住
宅
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は

命
を
守
る
と
い
う
観
点
で
職
員
の
政
策

提
案
で
制
度
化
さ
れ
た
施
策
で
あ
り
、

雪
下
ろ
し
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
と

い
う
観
点
も
踏
ま
え
て
必
要
な
見
直
し

を
行
い
、
継
続
を
考
え
た
い
。

　

住
宅
除
雪
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
特
別
豪
雪
地
帯
で
の
安
全
安
心
な

   

暮
ら
し
を
求
め
て
」
阿
部
知
事
へ
要
望

―
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会
協
議
会
―

※この協議会は、積雪が特に多く、積雪により住
民の生活に著しい支障を生ずる地域として国か
ら特別豪雪地帯に指定された県内10市町村の
議会で構成され、緊密に連携して雪害対策等の
推進を図ることを目的として活動しています。会
長は飯山市議会議長が務めています。

対
象
と
な
る
範
囲
の
拡
大
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

集
落
内
克
雪
水
路
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
今
の
時
点
で
は
地
域
発
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
活
用
が
一
番
望
ま
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

◎
県
議
会
議
長
陳
情

　

同
日
、
鈴
木
県
議
会
議
長
へ
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
11
月
定
例
会
に
お
い

て
、
次
の
と
お
り
採
択
等
さ
れ
ま
し
た
。

《
採
択
》

・
災
害
復
旧
に
つ
い
て
・
克
雪
住
宅
普

及
促
進
事
業
の
継
続
等
に
つ
い
て
・
住

宅
除
雪
支
援
事
業
の
適
用
範
囲
の
拡
充

に
つ
い
て
・
集
落
内
克
雪
水
路
等
の
維

持
更
新
へ
の
助
成
に
つ
い
て

《
継
続
審
査
》

・
豪
雪
地
帯
の
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

30年度協議会総会

県議会鈴木議長へ陳情書を手渡す佐藤会長


